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「
信
仰
に
よ
る
繋
が
り
─
─ 

一
六
年
ぶ
り
に
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
を
訪
れ
て
」

大
学
宗
教
主
任

髙
砂 

民
宣

TA
KA

SAG
O

 Tam
inobu

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
担
当
教

授
の
許
可
を
得
れ
ば
、
講
義
を
聴
講
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
私
は
久
し
振
り
に
大
学

院
の
学
生
た
ち
と
肩
を
並
べ
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
気
持
ち
で
著
名
な
学
者
た
ち
の

講
義
に
耳
を
傾
け
、
最
新
の
聖
書
学
や

神
学
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
記
念

図
書
館
を
始
め
、
幾
つ
も
の
図
書
館
が
あ

り
、
全
体
の
蔵
書
数
は
一
一
○
○
万
冊
を

超
え
る
と
言
わ
れ
る
。
神
学
大
学
院
で
は
、

前
学
部
長
の
ハ
ロ
ル
ド
・
ア
ッ
ト
リ
ッ
ジ

教
授
（
②
）
を
始
め
、
学
生
時
代
に
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
も
数
人
ご
健
在
で
、

今
回
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
在
外
研

究
の
日
々
は
、
誠
に
貴
重
な
時
で
あ
っ
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
は
、

宗
教
セ
ン
タ
ー
か
ら
三
月
に
発
行
さ
れ
る

青
山
学
院
大
学
宗
教
主
任
研
究
叢
書
『
キ

リ
ス
ト
教
と
文
化
』
第
三
二
号
を
お
読
み

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

イ
ェ
ー
ル
大
学
神
学
大
学
院
で
は
授
業

期
間
中
、
青
山
学
院
大
学
と
同
様
に
、
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
一
〇
時
半

か
ら
一
一
時
ま
で
、
マ
ー
カ
ン
ド
・
チ
ャ

チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
イ
ズ
な
ど
、
日
本
で
も
知

ら
れ
る
多
く
の
神
学
者
・
聖
書
学
者
た
ち

が
イ
ェ
ー
ル
大
学
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
大
学
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
も
元
来
は
牧

師
養
成
の
機
関
と
し
て
一
七
〇
一
年
に
建

て
ら
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
は
一
二

の
全
寮
制
カ
レ
ッ
ジ
と
総
合
学
術
大
学
院
、

お
よ
び
一
二
の
専
門
職
大
学
院
を
擁
す
る

総
合
大
学
に
成
長
し
て
い
る
。特
に
ロ
ー
・

ス
ク
ー
ル
（
法
科
大
学
院
）
は
フ
ォ
ー
ド

元
大
統
領
や
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
夫
妻

を
輩
出
す
る
な
ど
、
政
界
に
も
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
る
。ま
た
、ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・

ド
ラ
マ（
演
劇
大
学
院
）か
ら
は
、ポ
ー
ル
・

ニ
ュ
ー
マ
ン
や
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
と

い
っ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
代
表
す
る
俳
優
た

ち
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ブ
ッ

シ
ュ
元
大
統
領
親
子
や
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー

ペ
ル
（
③
）
で
礼
拝
が
行
わ
れ
る
。
特
に

金
曜
日
に
は
礼
拝
の
中
で
聖
餐
式
（
④
）

が
執
行
さ
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
寮
に

住
ん
で
い
た
私
は
、
ほ
ぼ
毎
日
チ
ャ
ペ
ル

の
礼
拝
に
出
席
し
た
。
説
教
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
慰
め
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
る
と
共
に
生

活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
上
で
も
有
益
で

あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
東
部
や
西
海
岸
に
位
置
す

る
多
く
の
州
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
は
「
ブ
ル
ー
・
ス
テ
イ

ト
」
と
呼
ば
れ
、
民
主
党
支
持
者
が
多
い

州
で
あ
る
。
昨
年
の
四
月
末
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
を
含
む
五
つ
の
州
で
、
大
統
領

選
挙
の
予
備
選
が
行
わ
れ
た
。
選
挙
の
数

日
前
に
民
主
党
の
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー

ス
氏
が
ニ
ュ
ー
へ
イ
ブ
ン
を
訪
れ
、
演
説

を
行
っ
た
。
若
者
た
ち
か
ら
熱
烈
な
支
持

を
得
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
会
場
と

な
っ
た
ニ
ュ
ー
へ
イ
ブ
ン
・
グ
リ
ー
ン
に

は
、
確
か
に
大
勢
の
若
年
層
が
集
ま
っ
て

い
た
。
会
場
の
入
り
口
に
は
移
動
式
の
保

安
検
査
場
が
設
置
さ
れ
、
ま
る
で
飛
行
機

の
搭
乗
前
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
手
荷
物

検
査
と
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
重
に
行
わ

前
国
務
長
官
は
、
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
で

あ
る
。

　

最
近
、「
都
市
伝
説
」
と
い
う
言
葉
を

し
ば
し
ば
耳
に
す
る
が
、
イ
ェ
ー
ル
大
学

に
は
ス
カ
ル
・
ア
ン
ド
・
ボ
ー
ン
ズ
（
Ｓ

＆
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る
秘
密
結
社
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
く
と
、

窓
の
な
い
不
思
議
な
建
物
が
あ
る
こ
と
に

気
付
く
が
、
そ
こ
は
Ｓ
＆
Ｂ
の
会
員
が
集

ま
っ
て
議
論
す
る
場
所
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
秘
密
結
社
の
目
的
は
、
会
員
が
お
互

い
に
協
力
し
、
社
会
的
な
成
功
を
収
め
る

こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
二
〇
〇
四
年
に
行

わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
際
、
共

和
党
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
、

民
主
党
の
候
補
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ケ

リ
ー
氏
を
、
激
戦
の
末
に
下
し
て
再
選
を

果
た
し
た
。
こ
の
両
者
が
い
ず
れ
も
Ｓ
＆

Ｂ
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
知
る
人
ぞ

れ
た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
す
大
勢
の
観
衆

を
見
て
、
民
主
党
の
本
命
と
目
さ
れ
る
ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
、
も
し
か
し

て
危
う
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
し

か
し
蓋
を
開
け
る
と
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の

勝
利
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
に
よ
り
、
そ

の
年
の
秋
に
行
わ
れ
る
大
統
領
選
挙
で
は
、

民
主
党
の
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が
勝
利
す
る
と

確
信
し
て
い
た
。
し
か
し
結
果
は
、
共
和

党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
続
き
、
こ
の
結
果

に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

毎
週
日
曜
日
に
は
、
神
学
大
学
院
か
ら

歩
い
て
一
〇
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
フ
ァ
ー

ス
ト
・
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
・
チ
ャ
ー
チ

の
礼
拝
に
出
席
し
た
。
こ
の
教
会
は
学
生

時
代
に
も
通
っ
た
懐
か
し
い
場
所
で
あ
る
。

卒
業
し
て
帰
国
後
し
ば
ら
く
は
、
数
人
の

教
会
員
の
方
々
と
文
通
を
し
て
い
た
。
し

か
し
私
は
筆
無
精
で
、
当
時
は
ま
だ
電
子

メ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
い
つ
し
か
音
信
が
途
絶
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
今
回
、
約
一
六
年
ぶ
り

に
フ
ァ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
・

チ
ャ
ー
チ
を
訪
れ
た
が
、
当
時
か
ら
い
る

　

神
よ
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
変
え
る
だ
け
の
勇
気
を

我
ら
に
与
え
た
ま
え
。

　

変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
冷
静

さ
を
与
え
た
ま
え
。

　

そ
し
て
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

と
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
を
、

識
別
す
る
知
恵
を
与
え
た
ま
え
。

（
大
木
英
夫
訳
）

　

こ
れ
は
有
名
な
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り

（Serenity Prayer

）
で
あ
る
。
こ
の

祈
り
の
作
者
と
さ
れ
る
ラ
イ
ン
ホ
ル
ド
・

ニ
ー
バ
ー
と
、
弟
の
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ニ
ー
バ
ー
は
、
共
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
神

学
を
学
ん
だ
。
他
に
も
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ

ド
ワ
ー
ズ
を
始
め
、ス
タ
ン
リ
ー
・
ハ
ワ
ー

ワ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
モ
ン
、
リ

知
る
話
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ニ
ュ
ー
へ
イ
ブ
ン

に
あ
る
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
ゴ

シ
ッ
ク
式
の
荘
厳
な
校
舎
が
建
ち
並
び
、

そ
こ
に
い
る
と
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る
。
そ
し
て
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
地
方
の
秋
は
、
紅
葉
が
と
て
も
美

し
く
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
（
①
）。

　

私
は
二
〇
一
五
年
の
九
月
半
ば
か
ら
一

年
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
東
部
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
へ
イ
ブ
ン
に
あ
る

イ
ェ
ー
ル
大
学
神
学
大
学
院
で
、
客
員
研

究
員
（V

isiting Fellow

）
と
し
て
研

究
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
以
前
は
留

学
生
と
し
て
籍
を
置
い
た
が
、
卒
業
し
て

か
ら
数
え
る
と
、
一
六
年
ぶ
り
の
再
訪
で

あ
る
。
今
回
は
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在

し
た
が
、
こ
の
資
格
を
得
る
と
、
図
書
館

を
始
め
と
し
、
学
内
の
施
設
を
自
由
に
利

教
会
員
の
方
々
は
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
く
だ
さ
り
、
以
前
の
よ
う
に
私
の
こ
と

を
「
タ
ミ
ー
」
と
呼
ん
で
、
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
す

ら
出
さ
な
く
な
り
、
不
義
理
を
し
て
い
た

私
を
、
心
温
ま
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神

を
も
っ
て
、
再
び
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
あ
る
。
新
約
聖
書
に「
放
蕩
息
子
」

の
た
と
え
（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書 

一
五

章
一
一
～
三
二
節
）
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
私
は
何
か
自
分
が
放
蕩
息
子
で
あ
る

か
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
。
遠
い
国
に

旅
立
ち
、
放
蕩
の
限
り
を
尽
く
し
て
帰
っ

て
来
た
息
子
を
、
父
親
は
寛
大
な
心
で
迎

え
入
れ
る
。
こ
の
た
と
え
の
中
で
、
父
親

は
神
を
指
し
て
お
り
、
人
間
に
対
す
る
神

の
大
い
な
る
愛
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
私
は
日
本
に
帰
国
後
も
、
教
会
で
礼

拝
を
守
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会

に
ご
無
沙
汰
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
そ
の
不
義
理
を
赦
し
、
再
び
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
っ
た
。
信
仰
と
い
う
一
点
で
、

国
境
を
越
え
て
も
繋
が
っ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
、
喜
び
と
感
謝
で
胸
が
一
杯
に

な
っ
た
。

①キャンパス内の紅葉

④�チャペルの礼拝での聖
餐式

②�ハロルド・アットリッジ
教授と

③�雪景色のマーカンド・チ
ャペル


